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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

　

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・野菜の育つ環境やいつ育てられるかといったことが記載されている図鑑

・日当たりの良い場所に、各野菜ごとのプランターと畑を用意する

〈準備物〉野菜の苗、種・土・プランター・じょうろ・支柱・畑・肥料・ネット・紐

４月　育てたい野菜を収穫できる時期を踏まえて、図鑑や本で調べる

　　　クラスごとに年長を中心としてアンケートを取り、育てるものを決める

　　　育てるスペースを昨年度より多く確保する（畑の増築）

　　　収穫ができるようになり次第、収穫。給食室で調理してもらい、昼食やおやつで

　　　実食する。

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

野菜

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

去年野菜を育てていたことを覚えていた子どもたちから「今年は何を育てるか」との話があっ

た。夏に収穫が出来るものを図鑑や本で調べておりいくつも種類が合ったので、育てられる

スペースを去年よりも増やし、数種類の野菜を育てることとなったため、今テーマを設定し

た。

66-1298

LIFE SCHOOL 塩浜 こどものいえ



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・今年は畑を入れたことでツルのある野菜も育てることが出来た。しかし広さがあまりな

く、上に伸びるつるの野菜は実が出来るのも上なため、収穫が大変であった。

・枝豆が難しくうまく収穫できなかった。反対にきゅうりやトマト、オクラ等は多く収穫が

出来、子どもたちも満足そうだったので、来年はもう少し育てやすい物を中心に集めた中か

からアンケートを取っても良いかと感じる。

・海風が強いため、塩害の影響も考えられる。ただ育てやすい物もあるので、子どもたちの

興味に合わせながら野菜の選定をしていき、来年度は前期後期で別の物を育てることで、季節

を感じることにも繋げていきたい。

①トウモロコシは種から、トマト・きゅうり・オクラ・枝豆・スイカは苗から育てる

②毎日水やりをしながら、野菜の成長や変化を観察し共有する

③野菜が育つには、何が必要なのか子どもたちと考える

➃収穫し、調理をしてもらって実際に食べる

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

・野菜を決める段階から、甘いもの、好きなものを子どもたち同士で話し合い、何なら育てられるかを決めてい

た。年長が中心となり、ボードを用いて「何が育てたい？」と聞きながらシールを貼ってアンケートを取ることが

出来ていた。各クラス決まった後は子どもがクラスごとに育てる野菜を伝えていた。

・土をカップに入れて種をまくと「いつ芽がでるかな」と毎日観察する姿があった。芽が出ると「見て！なんか出

てきた！」と嬉しそうに話す姿があった。

・オクラやきゅうりなどたくさん実がなるものを「取りたい！！」と収穫し、調理を給食室にお願いし、実際に給

食で出てくると「どうやって作ったの？」と作り方にも興味を示す様子があった。

・スイカは実がなるとすぐに「もう食べられる？」と楽しみにしていた。

・オクラは何度も実がなり、11月頃まで収穫ができ、子どもたちはたくさん収穫と、食べることが出来た。


